
講義科目名称：

授業科目の区分等：

プレゼンテーション

基礎教育科目　コミュニケーション

授業コード：

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

半期 ２年 1 選択

担当教員

-

G（現代ビジネス学科） L（基礎科目） BS（社会人基礎） 201（中級科目）

授業のねらい（概
要）

　同じ内容を伝えているつもりであるのに、人によってわかりやすく伝えられる人とそうでない人がいます。
そこには何の為に伝えるのかという目的を押さえ、どこまで伝えるかという目標を設定し、共有や説得につな
げるための情報収集など情報発信する上での段取りや組み立て、そしてふるまいができるかどうかが大きく左
右します。実践を通してプレゼンテーションの本質を理解し、言語情報・音声情報・視覚情報として伝えるこ
とや簡潔明瞭に伝えるスキルを養います。
組織や地域社会においてわかりやすく自分の意見が言えるようになることを目指します。

授業計画 第1回 オリエンテーション
授業のねらい・到達目標、授業概要、授業計画・スケジュールを確認し理解する。
自己紹介ワーク
復習（時間）：配布された授業概要・授業計画書を理解する。
自ら自己紹介ができるようにする。（30）

第2回 プレゼンテーションを知る
プレゼンテーションとは何かについて全般的に理解する。
復習（時間）：配布されたレジュメの内容を理解する。（60）

第3回 プロジェクトチームでプレゼンテーションの企画をする①
目的を捉える、目標を立てることを理解する。
予習（時間）：企画をする・企画書を作成するとはどういうことかを調べてくる。（120）

第4回 プロジェクトチームでプレゼンテーションの企画をする②
行動計画書を作成し準備をすることを理解する。
企画書・行動計画書を完成させる。
予習（時間）：計画を立てる・計画書を作成するとはどういうことかを調べてくる。（120）

第5回 プロジェクトチームでプレゼンテーションの企画をする③
完成させた行動計画書をもとに実行する。
用紙に手書きでスライドを作成。
予習（時間）：プロジェクトチームにおいて個々の役割担当でプレゼンテーションの準備をす
る。（120）
復習（時間）：授業内に終わらなかったプロジェクトチームは授業外で準備をする。（60）

第6回 プロジェクトチームプレゼンテーション発表会
手書き用紙によるスライド発表。
コンペディション形式で行う。
予習（時間）：プロジェクトチームにおいて個々の役割りでプレゼテーションの準備をする。
（120）
復習（時間）：プレゼンテーション発表のふりかえりを各自で行う（30）

第7回 プロジェクトチームプレゼンテーションのふりかえり
課題を抽出し改善策を発表し全体でシェアをする。

第8回 プレゼンテーションスキルを知る①
目的把握と目標設定の仕方を理解する。
復習（時間）：配布された資料とレジュメの内容を理解する。（60）

第9回 プレゼンテーションスキルを知る②
情報収集と情報整理の仕方を理解する。
復習（時間）：配布された資料とレジュメの内容を理解する。（60）

第10回 プレゼンテーションスキルを知る③
効果的な伝え方やリハーサルの有効性を理解する。
復習（時間）：配布された資料とレジュメの内容を理解する。（60）

第11回 個人でプレゼンテーションの企画をする①
パソコンを使用し準備をする。
個別質問や相談・連絡・報告を実践する。
予習（時間）：プレゼンテーション準備（120）
復習（時間）：プレゼンテーション準備（120）

第12回 個人でプレゼンテーションの企画をする②
パソコンを使用し準備をする。
個別質問や相談・連絡・報告を実践する。
予習（時間）：プレゼンテーション準備（120）
復習（時間）：プレゼンテーション準備（120）

第13回 個人プレゼンテーション発表会①
パソコンを使用しスクリーンを使って発表する。
予習（時間）：プレゼンテーション準備（120）
復習（時間）：プレゼンテーション準備（120）

第14回 個人プレゼンテーション発表会②
パソコンを使用しスクリーンを使って発表する。
予習（時間）：プレゼンテーション準備（120）

第15回 総まとめ
個人プレゼンテーションの評価並びにフィードバックを教員と受講生からもらう。
並びに授業全体をふりかえり今後の課題を抽出し自己目標を立てる。
復習（時間）：全15回のふりかえりをする。（180）- 330 -



並びに授業全体をふりかえり今後の課題を抽出し自己目標を立てる。
復習（時間）：全15回のふりかえりをする。（180）

授業を通して身に
付けることができ
る能力（DP）

この科目は、ＤＰ（ディプロマポリシー）に掲げられている「基礎的知識を身につけており、学んだことを発
信できる能力」を身に付けることを目的としています。
【身に付くスキル】
発信力・思考力

到達目標 ①プレゼンテーションの企画をチームと個人で実践します。
②論理的に伝えるとはどういうことかを理解します。
③効果的なプレゼンテーションとは何かを理解します。

課題や小テスト等
のフィードバック
の方法

次回の授業内に行います。

履修上の注意 個人ワーク・グループワーク等などを交えて行います。
授業進度、履修者の人数や状況等によって授業計画を見直し、学生に告知した上で、一部を変更したり順番を
入れ替えたりすることがあります。

成績評価の方法・
基準

学修意欲35％、コメントシート内容15％、プレゼンテーション30％、期末試験20％

教科書 適宜オリジナルのレジュメを配布します。

参考書・教材 【参考書】なし

備考 演習科目／実務家教員による授業

教員との連絡方法 Eメール
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